
習の中で掃除の仕方を工夫するときに，例えばり窓の桟のような手が入りにくいところ

箸の先にティッシユを巻いたものを用いてきれいにするなどの工夫を考える。場所や汚れ

工夫であるが令子どもたちが考えた掃除方法や掃除道具の中にはヲ 6使い捨て’の物も多い。日

生活でも，市販されているJ需，~ 具の中には9 汚れを拭き取る部分を使い捨てるものも多／け三

便利な掃除道具である一方で，捜い捨ての部分に着目することでラ環境の視点とからめながら戸ー

を展開していきたいと考えた。そうすることで，生活の中の環境についての課題を多面的にとら去

ながらヲどのように解決していけばよいか考えた札試行したりする技術 家庭科で目指すふ

割ち

じ

ったか

る中
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ることV 
るべく減らすこと
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のよう
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中でできることに

迫っていきたい。

『身近な消費生活と環境』についての学習はヲ他の内容と関連をI君りながら主体的に生活を工夫

できる消費者としての素地を育てることが求められている。しかし，内容の幅広さから9 実生活に

結び付けづらく指導が難しいとされる内容でもある。そこでラ自分たちの身の回りを掃除するとい

う日常的でありラなおかつ前述のような学習を通して深めたことから環境について考えることを実

生活に直結させていく。自分たちの学習を振り返ったり，日常生活を振り返ったりしていきな＇ ' 

h 身近な環境に関す。る課題をとらえ，今後生活を送る上でヲ環境についての視点も踏まえた行動

ができるようになることを期待していきたい。

(3）本題材の内容における聞いをもち追求する盗を育成するために異体的な手立て等について

子どものとらえと本題材及び本学校国技術・家庭科で考える向いをもち追求する姿を踏まえてヲ

本題材を展開するにあたり，以下のような手立てを考える。

。題材設定の工夫 ～家庭の生活の中から見出

まずはラ教室の掃除という子どもたちにとってヲ日常的かwつ身近な課題

ときれいにしたいという患いに添いながら展開する。生活の中で環境に考慮し

度につなげるために，環境の視点で考えp 実践した教室の掃除についてよりよい方法は

を振り返ったりラ実際の家庭生活の中で実践できる環境にやさしい行動を考えたりする時間を設定

する。実際に自分たちができる工夫として考えることでヲ日常生活にvつなげていく c

iこ対する開い方の工夫 ～課題を多面的にとらえる潤い～

教室の掃除方法を考える中で，使い捨、ての掃除道具を取り上

でヲ環境を視点、に学習課題を引き出していく。

リットを比べる中でヲ J機能的なことはもちろ

中からより環境に配慮し

てる部分を

とら
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る。
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一小学6年「ち年1組タリーン：大作戦から環境について克つめ藍そ

題材のねらい

自分たちが環境の視点を盛り込み取り組んだ教室の清掃活動を振り返り

解決をするカ主主j蓄の中の課轄費量事臨的院ともえF

よりよい方法を再考す

限りある資源を大切

えようJをテーマにヲ往生活 2 衣生活を中

今日は生活の中で工夫できることについて話し合いました。ぼくはラ冬をあたたかく快適に過ごす方法は

カーペットをしくぐらいしかないと思っていました。でもう長そでの服を着て服装でもあたたかくできること

などたくさんの例が出てきました。電気をなるべく使わない方法のウォトームシェアは自分でもできるので、やっ

てみたいです。 （児童A)

話し合いを通してヲ冷暖房による手軽さや効果を再認識する一方で勺電気代についての問題が見

えてきたりヲ冷暖房を使わなくても快適な過ごし方ができることに気付いたりすることができた。

このようにヲ課題に対して，様々な解決方法を見出したりすること。さらにラ生活を多面的に見る

ことや考えることのよさを感じながら弓白分の生活に応じたよりよい解決方法を見出すことができ

る子どもを育ててし、きたいと願っている。

本題材では，子どもたちにとって身近な掃除を窓口として句環境についての課題やこれからの自

にできることを考えていく。環境という言葉はヲ子どもたちにとって身近な言葉である。

言葉は身近で、あっても，日常的にどれだけ意識しヲ行動できているかと問われると十分とは言
課題

ゴミの面

えていく。ゴミ

ことからヲ
くが挙げられた。一方で，環境

る子どもも学級の 3分の 1であっ

でいるもののラそれでどのよう

てこないのも事実であろう。

このことからも，学習の仁十iで

うとラあまり興味が無いと

節電や節水など取り組ん

っているのか実感として

いて興味があるかどう

環境問題に対する知識はあり

るのか，本当に環境のために
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ることからヲ環境に関する諸問題を身近な課題としてとらえ，ごみの削減や？

に活用するなど匂環境に配慮、して生活していこうとすることができる。

2 f嚢葉の構懇

( 1）子どものとらえについて

以下に示すのはq 「季節に応じた快適な過ごし方

心に夏と冬の過ごし方を話し合 bった後のふりかえりである。
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掃除の第一の目的はもちろん『きれいにする』ことである。しかし常子どもたちが考えた上京の

掃除に使えそうな身近な道具の中に比使った後にゴミになってしまう物がたくさんあったC ；む
ことから q 環境にやさしいそうじについて着目できるのではと考え，子どもたちの考えから出た指

具の中から，繰り返し使えるそツブOとヲ汚れを拭き取る部分を使い捨てる取り替え式のモッブ。とよ

違いについて考えることを教師から提案した（圏 1）。

まず＼子どもたちから出てきたのは司それぞれの汚れを取る機能を比較

した考えであった。後にヲ子どもたちの中から取り替え式のモッブでは‘

掃除の後にゴミになってしまうという意見が出てきた。そこに焦点を当

話し合いをさらに進めることでヲ環境ーにやさしい掃除について‘イメー

を膨らませていった。モー

児童C：取り替え式のモップはヲ汚れを取ったらその部分を捨てるので，

モップは繰り返し使えてあまりゴミが出ないと思う。

児童D：けどラゴミにはなるけど，取り替え式のモップは汚れたら捨てればいいので手入れがしやすくて使い
やすいと思います。

児童多：なるほど。＠＠たしかになあ＠・ e ど、っちがいいのかなあ。

Tl ：たしかにね。教室はきれいになったけどヲゴミ箱を見たらヲ掃除で使った物がたくさん入ってるって
ことにもなるかもってことだよね。

児童E：教室をきれいにしたいけど，それじゃあなんか違うような気がするな
T2 ：何がちがうような気がする？

児童E：掃除でとったゴミはしょうがないけど句それ以外のものはあまり出ない方がいいと思う。

児童F：なるべくゴミ箱も，きれいな感じになるといいなあ。

児童C：なるべくラご、みが少なかったり司増えない掃除ができたらもっといいと思いま

図 1；比較したモップ

ふつうのゴミが出てしまうけど，

し教室をきれいにしたいという思いは子どもたちの中にも大前提としてもっていることである。

かし，よりよい掃除方法としてラなるべくゴミを出さないヲ増やさないような掃除をしてきたいと

いう思いが引き出された。“環境にやさしい”という視点が加わった場面である。またヲゴミに関

することに加え，繰り返し使えるものを使うことやヲ電気をあまり使わないことなどの意見も出て

このことを今回のテーマである環境にやさしい掃除としてとらえていっ

私たちはモッブ：ぞう

きてよかったです。

（児竺斗

授業後の児童Gのふりかえりである。

境にやさしい視点で掃除の工夫を考えたこと

含めてふりかえりを書いた子どもは学級全体の 3分の 1で

1帯除に向

どが記さ

中心に」という言葉からもヲ

実はこのような環境の視点

3分の 2の子どもたちのふり

に応じた工夫を、考えること

ーター④～ 6の 1

しろいタイトノレだ

のタイト／］／にどのよう

ことで。
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掃除をするためによごれの種類も

今日はヲ掃除用具について考えました。

きん， ミニほうきを｛吏うという結論になりました。
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1}'. 主な学習 時 具体的な学習 e 内容

。教室の汚れている場所や汚れの種類を －教室のどこにヲどのような汚れがあるか。汚れの量や種類ヲ汚れ方
調べる の特徴など調べる。

。教室の汚れの種類や場所に応じた掃除 4勺' 会教室をきれいにするためにラどのような掃除方法があるかアイデア
方法を考える そと出し合い，掃除の計画を立てる。

。使い捨ての掃除道具から勺環境にやさ 3・4 。考えたアイデアの中から使い捨ての掃除道具のよさや課題を考え，
しい掃除の仕方を考える 1景境にやさしい掃除の仕方を考える。

。教室の掃除をする 5 －グループ。に分かれ，考えた掃除方法で掃除をする。

2 0教室の掃除を振り返り，より環境にや 6・7 。教室を掃除、する際に出たゴミの検証をきっかけにし，より環境にや
さしい掃除の工夫ができないか考える さしい掃除の工夫ができないか考える。

0掃除から，日常生活全体に目を向けて， 8 －掃除の場面だけではなく，子どもたち一人一人が生活全体の中でで
広く環境に関する課題と一人一人が取 きる環境にやさしい取り組みを具体的に考えていく。
り組んでいきたいことを考える

展開計画3 

謀議の襲際

今日は自分ができる“環境にやさしい”生活の工夫を考えました。ゴーミネーター（ 6年 1組グリーン大作

戦）のそうじからどんどんつなげていくとヲ自分がふだんのそうじでできる水の節約やわりばしなどのゴミを

減らすことはほんの少しのことだけどう学校のみんなやもっと多くの人がやるとどうなるか考えてみると，世

界中の環境にとってすごく大きなことだなと感じました。自分がいまできることは小さなことだけど，どんど

ん積み重ねていきたいです。 （児童B)

上記はラ本題材の最終時の子どものふりかえりである。学級の掃除から環境について考え，普段

の生活の中でできることを話し合った。環境についての課題や取り組みがヲ具体的に結び付かな

かった子どもたちも9 自分たちができることや，意識していることがヲ一つ一つは小さくてもとて

も意義のあることしてとらえることができ，主体的に関わろうとする意欲や態度が高まった。

ように至った経緯を以下に述べる。

( 1）佳い捨ての掃除道具から，環境にやさしい揚繰の仕方を考え

子どもたちにとって教室は学校生活の中心であり，とても愛着がある。よってヲより快適な生活

環境にしたいという思いはだれもが思えることである。しかし‘普段の掃除の限られた時間の中で

隅々まできれいにしようと思うと難しい。本学級の子どもたちもラ掃除の時間やッ普段の学校生活

の中で，「汚れているなあ」「ここをもう少しきれいにしたかったなあ」と思うことが多々ある。

のような思いを本題材の導入の際に子どもたち同士でしっかりと共有することで，学習に対するね

らいや意欲を引き出すことができた。その上で教室をきれいに掃除するための「教室の汚れ調べ」

を行った。

教室の汚れの特徴として，汚れている場所とラ汚れの種類について次のようにまとめることがで

さらにヲそれをきれいにするためにはどうしたらよいか話し合い，使えそうな道具やラ

を考えていった。

この
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〈具体的な掃除方法＞
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ょうJさることはなしる7こめにさらやさしいそうじ6 

おわりに

児童Jのふりかえりにあるように，環境にやさしい教室の掃除の仕方を考えラ掃除をしたことを

振り返ることで，実感を伴いながら掃除の場面だけに止まることなく，実生活の中で環境に配慮し

た行動をしていこうとする意欲や態度を育むことができた。

( 1）真に環境に配慮した行動ができる感覚を育むために ～多面的にとらえることのよさ～

授業の構想でも述べたように勺実際に環境に配慮した行動を積極的に行っているかと問われると

子どもに限らず，そうとは言いがたいのではないだろうか。

例えばヲ“近所の空き缶拾いをしよう”といった環境に配慮、した行動が目的であれば，達成する

ための実践は容易かもしれないがラ実生活を考えるとヲ生活の中では部屋をきれいにすることだっ

たり，おいしいごはんを作るととだったり？”よりよく・快適に生活する”ことが目的である。真

に環境に配慮した行動とはり例えば，部屋をきれいにするときにも，何でも掃除機で吸うのではま

くフ拾えるものは手で拾‘って捨てるとかうお；米をとぐときに水を流しっぱなしにしないとか勺ノ！、さ

ことの積み重ねでは設いかと私は考える O 本題材ではヲ教室をきれいにするための掃除を目的と

しながら，目的を達成するための視点のーっとして，環境にやさしい掃除の仕方ができないだろう

ということを盛引込んだ。掃除を多面的にとらえながらラ間いを追求する姿が引き出せた。ぞう

きんをバケツの水で洗うラ繰り返し償えるものを使うなどラ日常生活の中で実践可能な小さな工夫

をたくさん見つけることができた。真に環境に配慮した行動ができるような感覚をこれまで以上

育むことができたのではないかと考える。

して追求する姿が引き出せる

どもたちが追求するためには，

りかえりの中から

ちと共有すること

し、もところ

もつこと弔千ど

乞いにおミってその思しべ寸虫1／・・，をめよコ

環境につし，・，ての視点はこちらから

ちが考えた方法から焦点、化していハ

らいいなという

りかえりとめあての関部～

教師が題材を貫くねらい

もでき

L 授業を構想するに

いといち思いとラ環境

がったのではないかと考

何も

きオLいにし

~町、

」

ことがヲ教室

共存でき
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r幽

叫

日は時にやさしいそうじの仕方について考えました。私は，何でこれを最初に考えておかなかったのか

叫思いました。あらかじめ考えておいたらラゴミが減ったり，水道の水の使用量が減ったりしたんだなと黒

いました。そうじは家でもあるしヲ学校でも毎日のようにするからラグツズ、は作らないと思うけど＼糾ぞよ

きんのことなどを考えながらやってみようと思いました。 （児童 J)
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日は，実際に 6年 1組をそうじしてみました。ぼくがJゃったろうか側の上の窓やヲろうかと教室との間に

は匂たくさんのほこりがたまっていました。そこで使ったのはラつまようじにガムテープを付けてほこりを取

るものです。それを使うとお店に売ってあるそうじグッズのようにたくさんのほこりを取ってヲガムテープご

とすてることができてヲあまりよごれませんでした。そして勺そうじの後はきれいになっていたのでよかった

えりではヲ汚れの種類や場所に応じた工夫ができたこと q 教室がきれいに

されている。子どもたちは意欲的に掃除に取り組んだ。授業では児童日のふりか

ら9 このような掃除ができたことを価値付けていった。加えてラ教室の掃除

ヲー、、－

くっていくことも大切で

自を向ける日常生活

師の言葉ではなく，子ども

(2）教室の掃除の仕方

てコ

というょう」きることはない

とし

るためにラさら

りを紹介

うじにやさしいい

今日はq そうじをしてみ、て，私は黒板をやりまし

ほうきや新聞，ぞうきんを使ってきれいにできました。

なるべくゴミがでないようにしたけど，ティッシュなどは使わないときれいにならなかったから難しいと思

いました。きれいになったのでヲこれからもそうじの時間にそういうところをやってq エコにきれいにできる

ようにしたいです。 （児童 I)

したいという思いやラそのよさにvついてはラ

環境にやさしい掃除を目指しラその大切さや方法につ

いて考えて実践してみたもののヲ実際にできたのかどうかヲ実感が伴わなかったのも正直な思いで

あろう。まさに9 実生活の中での環境との関わり方につながるところである。

そこでヲ掃除を通して

環境について深く考える

きっかけとしてヲ掃除で

出たゴミ（汚れをふくめ

て）を見ること q ぞうき

んを水道で洗う場面の画

像の検証を行った。

ほとこれまでの授業からも9 環境にやさしい掃除

んどの子どもたちが感じているはずである。

まずヲ掃除で出たゴミを回収しておきラ掃除をするために使ったりノ作った

りしたもののゴミと，教室から取り除いた汚れやゴミを子どもたちの自の前

で分別していった（園 3号図 4）。子どもたちにとって，教室から取り除い

た汚れやゴミよりもヲ掃除をするために生み出されたゴミの方がはるかに多

占めていることに衝撃を受けていた。またヲ j盟5の画像からはラバケツ

るにも関わらず水を流しっぱなしにしながら洗っていたことに気付き弓

札意識したりしているつもりでも，現実には実行する

ること

図4：ゴミの分別結果函 3：掃除で出たゴミの分別
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が

きた。

に示すように9 環境にやさしいとし、

ったことに気付くことができ

ゴミが減らせるだけでな

できる

した行動をとることで

6 

しいということ
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ち

ることをラ水の使い方とわりばしをi吏う場面を例に

学級全体やラ学校全体で取り組めれば，大さ

きたり

子ども

を守ったりラ

一人一 力と

さな行動がとても大切だということを改めて考えることができた。
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、一、←、、ーチョークの粉が多くて取るのが大変だったけどヲ
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そして

くラ自
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